
　
２
０
１
２
年
開
校
の
南
高
校
附
属
中
学
校
。昨

年
、
県
内
公
立
校
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
学
合
格
実

績
を
上
げ
た
１
期
生
で
し
た
が
、２
期
生
は
そ
れ
を

さ
ら
に
上
回
る
東
大
７
名
合
格
、
国
公
立
65
名
合

格
の
実
績
を
上
げ
ま
し
た
。中
・
高
校
長
１
人
体

制
と
な
り
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
南
高
校
・

附
属
中
学
を
、６
月
10
日
に
訪
問
し
ま
し
た
。

根
拠
あ
る
自
信
、妥
協
し
な
い
進
路
実
現

　
「
今
年
も
工
学
系
を
志
す
生
徒
が
最
も
多
か
っ

た
で
す
ね
」
と
南
高
校
附
属
中
学
開
設
に
も
深
く

携
わ
っ
た
三
浦
校
長
先
生
。今
年
度
か
ら
高
校
の

校
長
に
加
え
、
附
属
中
学
校
の
校
長
に
就
か
れ
ま

し
た
。

　
「
１
期
生
の
頑
張
り
を
見
続
け
て
き
た
２
期
生

は『
私
た
ち
も
頑
張
れ
ば
受
か
る
』の
自
信
を
持
ち

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
で
し
た
。合
格
判
定

模
試
で
Ｅ
判
定
だ
っ
た
生
徒
が
東
大
合
格
、
千
葉

大
後
期
日
程
で
薬
学
部
合
格
な
ど
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。１
期
生
、
２
期
生
の
背
中

を
見
続
け
て
き
た
３
期
生
も
、
お
よ
そ
８
割
が
国

公
立
大
進
学
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
」。

英
語
５
ラ
ウ
ン
ド
制
は「
漆
器
づ
く
り
」

　
２
年
連
続
で
公
立
校
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
学
合

格
実
績
を
上
げ
た
背
景
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
。先
生
方
の
努
力
、
保
護
者
の
協
力
、
１
期
生
・

同
窓
会
の
支
援
な
ど
を
挙
げ
ら
れ
た
後
、三
浦
校
長

先
生
は「
１
期
生
で
感
じ
た
こ
と
が
２
期
生
の
実
績

で
確
信
で
き
ま
し
た
。そ
の
一つ
が
附
属
中
学
校
の

英
語
５
ラ
ウ
ン
ド
制
で
培
っ
た
英
語
力
で
す
」。

　
聴
く
こ
と
か
ら
始
め
、
教
科
書
を
５
回
繰
り
返

す「
５
ラ
ウ
ン
ド
制
」は
、
南
高
校
附
属
中
英
語
指

導
の
特
色
の
一つ
で
す
。中
学
３
年
生
ま
で
に
英
検

準
２
級
以
上
を
８
割
の
生
徒
が
取
得
す
る
な
ど
、

高
い
英
語
力
は
さ
ま
ざ
ま
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
英
語
指
導
は
い
わ
ば『
漆
器
づ
く
り
』。附
属
中

学
校
で
５
回
重
ね
て
強
度
を
増
し
、
高
等
学
校
で

最
後
の
上
塗
り
を
す
る
。高
い
英
語
力
に
よ
っ
て
、

受
験
勉
強
も
他
教
科
に
時
間
を
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
」
と
三
浦
校
長
先
生
。「
そ
し
て
も
う
一つ
。そ

れ
が
小
学
生
時
代
の
勉
強
の
成
果
で
す
」。

文
章
を
読
み
通
す
力
、
自
分
の
意
見
を
ま

と
め
て
記
述
す
る
力

　
「
あ
る
数
学
科
の
教
員
が『
彼
ら
は
日
本
語
が
分

か
っ
て
い
る
』
と
。文
章
か
ら
何
を
問
わ
れ
て
い
る

か
を
し
っ
か
り
読
み
取
れ
る
力
を
持
っ
て
入
学
し

て
き
て
い
る
の
で
す
ね
。南
高
校
附
属
中
学
受
検
に

向
け
て
た
く
さ
ん
の
長
文
を
読
み
、
文
章
を
理
解

す
る
力
を
高
め
、
意
見
文
を
書
く
練
習
を
積
ん
で

き
た
こ
と
が
、
６
年
間
の
学
び
と
大
学
受
験
の
土

台
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
三
浦
校
長
先

生
。

　
合
格
を
目
指
し
て
積
み
重
ね
る
適
性
検
査
対
策

学
習
が
、
未
来
を
開
く
確
か
な
学
力
の
土
台
と
な

っ
て
い
る
。三
浦
校
長
先
生
の
言
葉
は
受
検
生
へ
の

エ
ー
ル
で
も
あ
り
ま
す
。

新
大
学
入
試
で
も
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

　
高
校
２
年
生
の
４
期
生
が
、
新
大
学
入
試
元
年

世
代
。新
大
学
入
試
で
は
い
わ
ゆ
る
「
学
び
の
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
」
も
重
視
さ
れ
ま
す
。三
浦
校
長
先
生

は
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
東
大
の
推
薦
入
試
に
合
格
し
た
生
徒
が
後
輩

に
向
け
て『
私
は
勉
強
が
苦
手
だ
っ
た
け
れ
ど
、
中

学
時
代
の
Ｅ
Ｇ
Ｇ
や
高
校
時
代
の
Ｔ
Ｒ
Ｙ
＆
Ａ
Ｃ

Ｔ
で
や
っ
て
き
た
こ
と
が
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に
な
り

ま
し
た
』と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。Ｅ
Ｇ
Ｇ
、そ
し
て

Ｔ
Ｒ
Ｙ
＆
Ａ
Ｃ
Ｔ
で
の
探
究
活
動
は
、
新
大
学
入

試
で
も
十
分
通
用
す
る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
」

　
附
属
中
の
魅
力
の
一つ
、
総
合
的
な
学
習「
Ｅ
Ｇ

Ｇ
」
そ
し
て
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）指
定
校（※

）で
も
あ
る
高
校
の「
Ｔ
Ｒ
Ｙ

＆
Ａ
Ｃ
Ｔ
」。そ
の
学
び
が
新
大
学
入
試
で
も
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
と
な
る
の
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
す
。

　
　
（※

）国
か
ら
の
指
定
終
了
後
は「
横
浜
版
Ｓ
Ｇ
Ｈ
」指
定
校
予
定

開
校
８
年
目
、新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に

　
「
異
動
し
て
き
て
感
じ
た
の
は
、
附
属
中
に
は
そ

の
子
の
持
っ
て
い
る
力
を
引
き
出
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
で
す
」と
、
白
田
先

生
。横
浜
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
校
の
副
校

長
を
務
め
ら
れ
、
４
月
に
附
属
中
校
長
代
理
と
し

て
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。「
サ
イ
エ
ン
ス
に
は
サ
イ
エ
ン

ス
の
、
南
に
は
南
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。そ
の『
い
い

と
こ
ど
り
』で
、中
高
６
年
間
を
さ
ら
に
魅
力
あ
る

も
の
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　
三
浦
校
長
先
生
の
も
と
、
附
属
中
学
校
は
校
長

代
理
白
田
先
生
、
副
校
長
阿
部
先
生
が
中
心
と
な

り
、
高
校
は
副
校
長
松
田
先
生
と
、
横
浜
商
業
か

ら
４
月
に
赴
任
さ
れ
た
副
校
長
二
上
先
生
が
中
心

と
な
っ
て
運
営
さ
れ
ま
す
。三
浦
校
長
先
生
は
抱

負
を
次
の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
中
高
一
貫
教
育
で
組
織
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。分
か
り
や
す
い
例
と
し
て
、
入
学
案
内
は

予
算
の
関
係
も
あ
り
中
学
・
高
校
別
々
で
す
が
、

中
高
一
貫
教
育
校
で
あ
れ
ば
１
冊
に
ま
と
ま
っ
て

い
る
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。検
討
事
項
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
が
、中
高
一
貫
教
育
校
の
理
想
形
を
先

生
方
と
一
緒
に
追
求
し
て
い
き
ま
す
」

　
最
後
に
先
生
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
、

本
稿
の
結
び
と
し
ま
す
。

開
校
８
年
目
、新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
。

校
長
１
人
体
制
で
中
高
一
貫
教
育
校
の
理
想
形
を
追
求
。

2019年
6月10日
取材

2019年度市立南高校大学合格実績（抜粋）

三浦校長先生のもと中高新体制がスタート

校舎点描 授業点描

国公立大73 名③（5）

私立大648 名35

〇…高入生、（ ）…既卒生 内数

(100）

北 海 道
弘 前
筑 波
千 葉
電気通信

東 京
東京学芸
東京工業
東京海洋
横浜国立

青山学院
学 習 院
慶應義塾
芝浦工業

上 智
中 央
東京理科
法 政

時間が足りなくても学校行
事に燃える「変わらぬ気概」、
妥協しない進路実現を目指
す「ひたむきな努力」。附属中
の頃から先輩たちの背中を
追いかけ、高入生(高校から
の入学生)と刺激し合い、と
もに駆け抜ける６年間。そん
な南高生の「活力」を、ずっと
信じています。

いろいろなことに挑戦してみ
たい、自分を伸ばしたいという
意欲を持っている子にとって、
本校はその期待に十分応えら
れる学校です。主体的な学び
がさまざまに用意された本校
で、ぜひ力を伸ばしてくださ
い。

本校の生徒は、学習はもちろ
ん、お互いを知り、話し合うこ
とを楽しみ、先生方もその意欲
に応えようと力を合わせて取
り組んでいます。6年間の学び
の中で考える力が育っていくこ
とを実感できる学校であると
思います。

教職に就き37年、私は本校が公立でいちば
ん良い学校だと思っています。子どもたちが
「夢を語れる学校、かなえられる学校」である
こと、そして子どもたちを支える先生自身が
生き生きと日々の指導に取り組めること。校
長代理、副校長先生と力を合わせ、中高一貫
教育校の理想形を追求していきます。
本校の生徒、先生をぜひ見に来てください。

大 阪
国 際 教 養
首都大学東京
横 浜 市 立
　保健福祉

さらに

明 治
立 教
早 稲 田

横浜市立南高等学校 横浜市立南高等学校附属中学校
校長 三浦 昌彦 先生

横浜市立南高等学校附属中学校
校長代理 白田 淳子 先生

横浜市立南高等学校附属中学校
副校長 阿部 康彦 先生

横浜市立南高等学校
副校長 二上 直子 先生

横浜市立南高等学校
副校長 松田 哲治 先生

本校の先生方は子どもたち
のことを思い、力を伸ばし
てくれる先生方です。その
先生と生徒が一緒に力を
合わせ、学校を作っていま
す。主体性、協働性が育ち、
希望する道に進めるよう、
これからも生徒と先生を
バックアップしていきます。
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      帯広畜産 東北 茨城 東京医科歯科 東京外国語 
東京農工 一橋 静岡 名古屋工業 京都 九州 長崎 

名

名

名

名

名
県
立

名

名

名
保護者の方にウレシイ学食。附属中開
校から変わらず、中学生一番人気は「か
らあげ丼」だそうです。
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3
3

8(1)
2
2
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12①

20①(1)
9①(1)
21(3)
21(3)

9(1)
33(6)
38(6)
43(4)

2
2
4(1)
13②
2

74(11)
39(7)
50(6) 校舎入口のメッセージボードには生徒

会からのメッセージ。中学・高校それぞ
れの生徒会役員が書いています。

芸術にも力を入れているのが南高校・附
属中学校の特色の一つ。在学中にデザ
イン会社を起業した南高生も。

中学生も目にする校舎入口には「夢をか
なえる」サインのもと、進路情報コー
ナーを常設。

目前に迫った合唱コンクールに向
けて練習に勤しむ中学１年生。２
カ月余りでここまで上達するのは
指導者の力ですね。
６学年が参加する合唱コンクール
は毎年「みなとみらいホール」で開
催される一大イベントです。

国語授業で使用する『奥の
細道』単行本。日本の中学
生は教科書で必ず勉強し
ますが、全編目を通す機会
は、なかなかありませんね。

中３生が「ＥＧＧ」体験で行
くカナダ研修旅行。中1か
ら毎年行う英語集中研修、
中2イングリッシュキャン
プ等、非日常世界で英語を
使う機会が多いのも特徴。

上は中3数学のチームティーチング。附属中では英・数・国
授業が毎日組まれ、数・理・英授業は少人数またはチーム
ティーチングで行われます。
下は高1数学授業。高校の英・数は２クラス３展開の少人
数制ですが、数学はレベル別クラスを自分の希望で選択
できるよう配慮されています。

「授業が楽しい」、「教材研究が楽
しい」と話す先生方が増えていると
三浦校長先生。高校教員が年間通
じて中学生授業を、中学校教員が
高校生授業を担当する中高一貫
校ならではの取り組みも始まりま
した。




